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	 eq \o\ac(□,1)　あいての話を上手に聞こう！
	 eq \o\ac(□,2)　あいての話をたくさん聞こう！

	
	 eq \o\ac(□,3)　話し上手になろう！
	 eq \o\ac(□,4)　おねがいのしかたをしろう！
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展開
	1． 相手の話をたくさん聞けるようになるために、あいづちをうつことと、質問をすることが効果的であることを知らせる。
2． あいづちや質問によって相手の話を上手に聞き出すことができると、お互いによい気持ちになることを理解させる。

	活動項目
(所要時間)
	
	活動内容
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	準備物

	1．復習(3)
	[image: image8.png]



	復習：○ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄの意味：「なかまや友だちと、なかよくする、たすけ合う」
○上手に話を聞くポイントは？
①へんじをする　　　　　②していることをやめる
③あいてに体をむける　　④うなずく
⑤さいごまで聞く
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	2．今日の
めあて (1)
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	めあて：「あいてのはなしをたくさん聞こう！」
	


	3．活動「あいての話をもっとたくさん聞こう！」(31)


	
	・どんな聞き方をすると、もっと相手の話が聞けるだろう？
２つのモデルを提示する。（映像活用or実演：クマ【話す役】とウサギ【聞き役】）
　１回目のウサギは、この前学習した５つの聞き方をしている。
　２回目のウサギは、さらに２つのことをしている。それを探そう。
・ブレインストーミング
「２回目のモデル提示で、ウサギはどんな聞き方をしていたか。」

1かいめ　　　　　　　　　　　　　　　　　2かいめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　 何かしゃべっていた
うなずくときに「そうなんだ」などと
言っていた

質問していた

　クマさんの気持ちを共有する。１回目も嬉しい。２回目はもっと嬉しい。
新しい聞き方２ポイントの説明と全体練習
「⑥あいづちをうつ」
・あいづちは、「あなたの話しをよく聞いていますよ」「私はあなたの話がわかりますよ」ということを相手に伝える合図。
・「うなずく」より、話す人がうれしくなって、もっと話が聞けそう。
→以下、補助者とともにモデル提示をする。
【うなずく】
指導者：○○先生。
補助者：(していることをやめて、相手に体を向けながら)はあい？
指導者：あのね、この間、魚釣りに行ったんだよ。
補助者：（うなずく）
指導者：魚が6匹も釣れたんだ。
補助者：（うなずく）
【あいづち】
指導者：○○さん。
補助者：(していることをやめて、相手に体を向けながら)はあい？
指導者：あのね、この間、魚釣りに行ったんだよ。
補助者：（うなずきながら）へえ。
指導者：魚が6匹も釣れたんだ。
補助者：（うなずきながら）すごいね！
【全体練習：あいづち】
· 補助者が「最近あった楽しかったこと・嬉しかったこと」を話す。 

· 聞く役の児童が、あいづちをうつ。
話の途中で、指導者が「あいづちカード」をあげるのでそれを合図に。


「⑦しつもんをする」
・質問をするときは、「⑤最後まで聞く」ができてからする。例示。
・２種類の質問：（１）「いつですか？」「どこでですか？」「なにをしたの？」→そのことについて詳しく聞く質問。（２）「どうだった？」「おもしろかった？」→様子や気持ちについて聞く質問。
【全体練習：しつもん】
・補助者が先ほどと同じ話をしてあいづちをうたせてから、質問を促す。
【子ども同士の練習：隣同士、前後】
・２人組になって話す人と聞く人を決め、プリントを配付する。
・活動方法の説明、練習方法のモデルを示す。
・「話す人」は「最近あった嬉しかったことや楽しかったこと」について話す。「聞く人」は①-⑤にプラスして⑥⑦のポイントを使って聞く。
・チェックシートに○をつけてもらう。
→全体シェアリング
○あいづちや質問をしながら聞くと、どんなよいことがあるか。
○あいづちや質問をしながら話しを聞いてもらうと、どんな気持ちか。 


	　



	4.　確認(5)
	
	・プリントを用いて学習したことの確認を行う。
⇒キーワード「あいづち」「しつもん」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	

	5.ふりかえ
プリントの
記入(5)
	
	・授業での自分を振り返り、感想を書く。
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最近あった楽しかったこと・嬉しかったことの例


先生が最近楽しかったことは、××さんと一緒にご飯を食べに行ったことです。　「ふうん」


レストランで、おなかいっぱいおいしいものを食べました。　　　　　　　　　　「へえ」


でも、食べ過ぎて苦しくなって、夜眠るのが大変でした。　　　　　　　　　　　「そうなんだ」
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